
「介護難民」つくらない「介護難民」つくらない

ふ
し
き
　
と
と
も
に

県
政
で
働
か
せ
て
く
だ
さ
い

ふ
し
き
み
ち
よ

ふ
し
き
み
ち
よ

きのせ明子

い
の
ち
の
願
い 

と
ど
け
ま
す

●1958年、大津市南小松生まれ。大津市逢坂在住。●高島高校、県立総合保健専門学
校卒。大津市民病院、大津赤十字病院に看護師として勤務。●大津市議 2期、県議 1期。
●「いのちとびわ湖を放射能から守る輪」代表委員。●家族は、夫、二男二女、義母。

　この４年間毎年、「暮らし守れ」と県へ予算要
望してきました。このほか、「高校統廃合は中止を」
「原発なくせ」「消費税ストップ」「災害救援は知
事の権限を発揮して」「駅エレベーター設置を」
など、県、関西電力、ＪＲ西日本に求めて、いっ
しょうけんめいがんばってきました。

　「医療費が高くて治療が続けられない」──
お金のあるなしで命に格差が生まれています。
看護師18年。「なによりも命が大切にされなけ
ればない」、それが私の原点です。
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　「特別養護老人ホームに入れない」──待機
者が大津市で3000人を超えています。安倍政
権は、要支援の方々を介護保険制度からはず
し、今以上に「介護難民」をふやそうとしてい
ます。絶対に認められません。

　安倍政権の暴走のもと、「医療ぎりぎりまで
がまん。手遅れがこわい」「これ以上切り詰め
られない」。くらしの悲鳴が寄せられています。
４年前に失った議席をかならずとりもどし、
なんとしても、みなさんの声を届けたい。ふ
たたび県政の場で働かせてください。
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この4年間もいっしょうけんめい
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総選挙で躍進！こんどは
安倍暴走政治ストップ
くらし第一の県政へ
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関西電力に「原発再稼働と料金値上げをやめよ」
（2015年１月）

http://fusiki.huu.cc/


